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 問い合わせ連絡先  

本調査への質問または不明な点がありましたら、下記までお問合せください。 

南相馬市役所 こども未来部 こども家庭課 こども企画係 電話：0244-24-5229 ＦＡＸ：0244-24-5740 

こども計画策定のための 
子育て支援に関するニーズ調査 

 就学前児童の保護者様向け  

◆ 調査ご協力のお願い ◆ 

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

南相馬市では、こども・子育て支援、こどもの貧困対策、若者育成支援施策の方向性を定める「こども計画」

を策定します。 

この計画の策定にあたり、市民の皆様に、教育・保育サービスの利用意向や子育て支援に関するご意見など

をお聞かせいただきたく、アンケート調査を実施することにいたしました。 

本調査は、令和 6 年 4 月 1 日時点で就学前のお子さんのいらっしゃる保護者の方に実施するもので、調査

結果は、統計的に処理し、調査の目的以外に使用することはありませんので、安心してご回答ください。 

ご多忙のこととは存じますが、子育て支援に取り組むための重要な調査となりますので、ご協力をお願い申

し上げます。 
 

令和６年４月                                                           南相馬市長 門馬 和夫 

 

■ご回答にあたってのお願い  

○ 特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご回答ください。 

○ できる限りお子さんの保護者の方が、無記名（住所や氏名の記入をしない）でご回答ください。 

 保護者以外の方が記入する際は、保護者と相談してご記入いただきますよう、ご協力をお願いします。  

○ 回答方法は次の２つのうちどちらか１つの方法で、 

５月 10日（金）までにご回答をお願いします（所要時間は 15分程です）。 

 

パソコン・スマートフォン等によりインターネットで回答 

右の二次元コードまたは下記 URL より回答画面にアクセスし、 

「整理番号（数字６ケタ）」をご入力のうえ、画面の指示に従って 

ご回答ください。 

 URL  https://src2.webcas.net/form/pub/src1/minamikodomo1 

 

 

アンケート用紙（この冊子）に直接記入し、郵送により回答 

▶ 黒か青のボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

▶ ご回答は、「１つに〇」「あてはまるものすべてに○」などの表記に従って、該当する番号に○を 

つけてください。 

▶ 数字で時間（時刻）を記入する場合は、24時間制（例：午後 6時⇒18時）でご記入ください。 

▶ 「その他」に○をつけた場合は、その後の（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

▶ ご記入いただきましたら、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストにご投函ください。 

 

 

 
   

 
二次元 

コード 

インターネットでの

回答が便利です！ 

※重複回答を防ぐため

の番号です。個人を特定

する番号ではありませ

ん 

２ 

1 

ラベル貼付け数字 6 桁 

整理番号 
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問 1 お子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は□に一字ずつ記入してく

ださい。□内への数字記入については以下同様です。） 

 西暦 □□□□年 □□月生まれ 

 

問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

（○は１つ） 

1. 母親 2. 父親 3. その他（         ） 

 

問 3 この調査票にご回答いただいている方の年齢はいくつですか。（○は１つ） 

1. 19歳以下 2. 20～29歳 3. 30～39歳 

4. 40～49歳 5. 50～59歳 6. 60歳以上 

 

問 4 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

1. 配偶者がいる 2. 配偶者はいない 

 

問 5 お住まいの小学校区はどちらですか。（○は１つ） 

1. 原町第一小学校区 2. 原町第二小学校区 3. 原町第三小学校区 

4. 高平小学校区 5. 大甕小学校区 6. 太田小学校区 

7. 石神第一小学校区 8. 石神第二小学校区 9. 鹿島小学校区 

10. 上真野小学校区 11. 小高小学校区 12. 市外 

（         ）市・町・村 

 

問 6 南相馬市にはどのくらいの期間お住まいですか。（○は１つ） 

1. １年未満 2. 1年以上～３年未満 

3. ３年以上～５年未満 4. ５年以上～ 

 

問 7 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

お答えください。（○は１つ） 

1. 父母ともに 2. 主に母親 3. 主に父親 

4. 主に祖父母 5. その他（               ） 

 

問 8 宛名のお子さんの家族の人数（ご自身や宛名のお子さんも含む。）をご回答ください。 

また、末子の生年月をご記入ください。※ 宛名の子が末子の場合は記入不要です。 

家族の人数 → 【左記の内】お子さんの人数 

 小学校入学前 小学生 中学生以上 

（    ）人 
 （    ）人 （    ）人 （    ）人 

 末子の生年月 西暦□□□□年  □□月 
  

１ 封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 
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問 9 希望としてこどもを何人持ちたいですか。 

希望のこどもの人数 （    ）人 

 

【現在のお子さんの人数より希望のお子さんの人数が多い方のみ】 

問 10 どのような環境が整えばもう１人以上のこどもを持ちたいと思いますか。（○は１つ） 

1. 
不安や課題は特になく、家族と前向きにもう

１人以上のこどもを持ちたいと考えている 
2. 

保育所等こどもを預かってくれる環境が整え

ば持ちたい 

3. 
子育てや教育に関する経済的負担が解決で

きれば持ちたい 
4. 

家族の理解（パートナーの子育てへの積極的

参加など）が進めば持ちたい 

5. その他（              ）   

 

 

 

  
※問 11～問 11-6について、母子家庭または父子家庭の場合は、ご自身に関する設問にのみお答えください。 

【再びすべての方にうかがいます】 

問11 現在の就労状況をうかがいます。（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ） 

母親 父親 

1. 
フルタイムで就労している 
（産休・育休・介護休業中ではない） 1. 

フルタイムで就労している 
（育休・介護休業中ではない） 

2. 
フルタイムで就労している 
（産休・育休・介護休業中） 2. 

フルタイムで就労している 
（育休・介護休業中） 

3. 
フルタイム以外で就労している 
（産休・育休・介護休業中ではない） 3. 

フルタイム以外で就労している 
（育休・介護休業中ではない） 

4. 
フルタイム以外で就労している 
（産休・育休・介護休業中） 4. 

フルタイム以外で就労している 
（育休・介護休業中） 

5. 
以前は就労していたが、現在は就労して 
いない         ⇒問 11-4へ 

5. 
以前は就労していたが、現在は就労して 
いない         ⇒問 11-4へ 

6. これまでに就労したことがない 
            ⇒問 11-4へ 

6. これまでに就労したことがない 

            ⇒問 11-4へ 

※「フルタイム」は、概ね週５日・１日８時間以上の就労のことです。自営業、家族従事者、内勤の場合は、就労状
況の実態に応じてフルタイムもしくはフルタイム以外の選択肢に○をつけてください。以下の質問も同様です。 

 

【問 11で「1.」～「4.」（就労している）を選択した方のみ】 

問 11-1 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を、□内に具体的な数字

でご記入ください。 

※就労日数・時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答え下さい。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

母親 父親 

就労日数…１週当たり   □ 日 就労日数…１週当たり   □ 日 

就労時間…１日当たり □□ 時間程度 就労時間…１日当たり □□ 時間程度 

 

  

２ 宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 
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【問 11で「1.」～「4.」（就労している）を選択した方のみ】 

問11-2 家を出る時間と帰宅時間を、□内に具体的な数字でご記入ください。時間は24時間制でご記入くださ

い。 

※時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休暇中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

母親 父親 

家を出る時間 □□ 時 □□ 分 家を出る時間 □□ 時 □□ 分 

帰宅時間   □□ 時 □□ 分 帰宅時間   □□ 時 □□ 分 

 

【問 11で「3.」または「4.」（フルタイム以外で就労している）を選択した方のみ】 

※問 11で「1.」または「2.」を選択した方は問 12へ 

問11-3 フルタイムへの転換希望はありますか。（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ） 

母親 父親 

1. 
フルタイムへの転換希望があり、 
実現できる見込みがある 1. 

フルタイムへの転換希望があり、 
実現できる見込みがある 

2. 
フルタイムへの転換希望はあるが、 
実現できる見込みはない 2. 

フルタイムへの転換希望はあるが、 
実現できる見込みはない 

3. 
フルタイム以外での就労を続けることを 
希望 3. 

フルタイム以外での就労を続けることを 
希望 

4. 
フルタイム以外での就労をやめて子育てや 
家事に専念したい 4. 

フルタイム以外での就労をやめて子育てや 
家事に専念したい 

⇒問12へ 

 

【問11で「5.」または「6.」（就労していない）を選択した方のみ】 ※該当しない方は問12へ 

問11-4 就労したいという希望はありますか。 

（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ。□内に具体的な数字を記入） 

母親 父親 

1. 
子育てや家事などに専念したい 
（就労の予定はない）  ⇒問 12へ 

1. 
子育てや家事などに専念したい 
（就労の予定はない）   ⇒問 12へ 

2. 保育サービスが利用できれば就労したい 2. 保育サービスが利用できれば就労したい 

3. 
1年より先、一番下の子どもが 

□□歳になったころに就労したい 
            ⇒問 12へ 

3. 
1年より先、一番下の子どもが 

□□歳になったころに就労したい 
             ⇒問 12へ 

4. 
すぐにでも、もしくは 
１年以内に就労したい  ⇒問 11-6へ 

4. 
すぐにでも、もしくは 
１年以内に就労したい   ⇒問 11-6へ 

 

【問11-4で「2.保育サービスが利用できれば就労したい」を選択した方のみ】 

問 11-5 保育サービスが利用できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 希望する保育先に預けられないから 2. 近くに保育先がないから 

3. 適当な仕事がみつからないから 4. 就労する環境が整っていないから 

5. その他（              ）   
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【問 11-4で「4.すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選択した方のみ】 

問11-6 希望する就労形態をお答えください。 

（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ。□内に具体的な数字を記入） 

母親 父親 

1. フルタイム 1. フルタイム 

2. フルタイム以外等 

⇒１週当たり □ 日 

１日当たり □□ 時間 

2. フルタイム以外等 

⇒１週当たり □ 日 

１日当たり □□ 時間 

 

 

 

 

【再びすべての方にうかがいます】 

問 12 宛名のお子さんについて、現在利用している幼稚園・保育所（園）等の場所をお答え下さい。一時的

な預かりなどは除きます。（あてはまるものすべてに○） 

1. 原町聖愛こども園 2. おだか認定こども園 3. 原町あずま保育園 

4. かしま保育園 5. かみまの保育園 6. 北町保育所 

7. よつば保育園 8. よつば保育園（南町分園） 9. よつば乳児保育園西町園 

10. みなみそうまペンギン国際幼児園 11. 大甕幼稚園 12. 高平幼稚園 

13. 鹿島幼稚園 14. 青葉幼稚園 15. 原町みなみ幼稚園 

16. さゆり幼稚園 17. 幼稚園の預かり保育 18. 原町にこにこ保育園 

19. なかよし園 20. 聖愛ちいろば園 21. 
ユニソンワールド保育園 

ヨークタウン原町 

22. 
家庭的保育 
（家庭等で有償で子どもを預かる事業） 

23. 
居宅訪問型保育 
（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

24. 事業所内保育施設 

25. 託児所ひまわり 26. 幼児の家 27. 総合病院内保育所おひさま 

28. ひばりっこ保育室 29. 
ファミリー・サポート・センター 
（会員登録した地域住民が子どもを預かる事業） 

30. 
市外の保育所 
（    ）市・町・村 

31. 
市外の幼稚園 
（    ）市・町・村 

32. その他（        ） 33. 
いずれも利用していない 
（家庭で子どもをみている、など） 

 

【問 12で「1.」～「32.」を選択した方のみ】 

問 12-1 幼稚園・保育所（園）等を平日に(1)現在どのくらい利用していますか。また、(2)希望としてはど

のくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時何分から何時何分まで）かを、□

内に具体的な数字でご記入下さい。時間は 24時間制でご記入下さい。 

(1)現在 

１週当たり□日 

１日当たり□□時間□□分        □□時□□分から 

                        □□時□□分まで 

(2)希望 

１週当たり□日 

１日当たり□□時間□□分        □□時□□分から 

                        □□時□□分まで 

３ 平日の定期的な教育・保育サービスの利用状況についてうかがいます 
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【再びすべての方にうかがいます】 

問 13 宛名のお子さんについて、現在、利用している、利用していないにかかわらず、利用したい幼稚園・

保育所（園）等の場所をお答え下さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

1. 原町聖愛こども園 2. おだか認定こども園 3. 原町あずま保育園 

4. かしま保育園 5. かみまの保育園 6. 北町保育所 

7. よつば保育園 8. よつば保育園（南町分園） 9. よつば乳児保育園西町園 

10. みなみそうまペンギン国際幼児園 11. 大甕幼稚園 12. 高平幼稚園 

13. 鹿島幼稚園 14. 青葉幼稚園 15. 原町みなみ幼稚園 

16. さゆり幼稚園 17. 幼稚園の預かり保育 18. 原町にこにこ保育園 

19. なかよし園 20. 聖愛ちいろば園 21. 
ユニソンワールド保育園 
ヨークタウン原町 

22. 
家庭的保育 
（家庭等で有償で子どもを預かる事業） 

23. 
居宅訪問型保育 
（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

24. 事業所内保育施設 

25. 託児所ひまわり 26. 幼児の家 27. 総合病院内保育所おひさま 

28. ひばりっこ保育室 29. 
ファミリー・サポート・センター 
（会員登録した地域住民が子どもを預かる事業） 

30. 
市外の保育所 
（    ）市・町・村 

31. 
市外の幼稚園 
（    ）市・町・村 

32. その他（        ） 33. 
利用希望はない 
（小学校入学まで家庭で子どもをみる、など） 

 

【問 13で「1.」～「32.」を選択した方のみ】 

問 14 希望する教育・保育事業を、お子さんが何歳になったら利用したいと思いますか。（○は１つ） 

1. 産休あけ 2. 生後６ヶ月 3. １歳 4. ２歳 5. ３歳以上 

 

【問 13 で「11.」～「17.」（市内の幼稚園※通常の就園時間利用または預かり保育）を選択し、かつそれ以

外の場所も選択した方のみ】 

問14-1 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育を併せて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。 

（○は１つ） 

1. はい 2. いいえ 
 

 

【再びすべての方にうかがいます】 

問 15 現在、国では、保護者が仕事をしていなくても、月の一定時間までこどもを保育園等に時間単位で預

けられる「こども誰でも通園制度（仮称）」の検討をすすめています。この制度が実施された場合、保育

園等を利用しようと思いますか。なお、施設の利用には、一定の利用者負担及び一定の利用時間上限が設

けられる可能性があります。（○は１つ） 

1. 利用したい 2. 利用したいと思わない⇒問 16へ 3. わからない⇒問 16へ 

※こども誰でも通園制度（仮称）…認可保育園や認定こども園等を利用していない 6か月から 3歳未満のお子

さんを対象に、保護者の就労の有無などを問わず保育を利用できる制度 
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【問 15で「1.利用したい」を選択した方のみ】※該当しない方は問 16へ 

問 15-1「こども誰でも通園制度（仮称）」について、どのような利用を希望しますか。１週当たり何日、１日

当たり何時間（何時何分から何時何分まで）かを、□内に具体的な数字でご記入下さい。時間は 24 時間

制でご記入下さい。 

(１)希望 

１週当たり□日 

１日当たり□□時間□□分        □□時□□分から 

                        □□時□□分まで 

 

 

 

 

 

【再びすべての方にうかがいます】 

問 16 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業（幼稚園・保育所（園）・

認定こども園等）の利用希望はありますか（一時的な利用は除く）。当てはまる番号１つに○をつけて、

希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。なお、利用には一定の利用者負担

が伴います。 

(1)土曜日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

3. 月に１～２回は利用したい     □□時□□分から□□時□□分まで 

(2)日曜・祝日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

3. 月に１～２回は利用したい     □□時□□分から□□時□□分まで 

 

【問 12で「11.」～「17.」（市内の幼稚園を利用している）を選択した方のみ】 

問 17 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望し

ますか。当てはまる番号１つに○をつけて、希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入

ください。なお、利用には一定の利用者負担が伴います。 

1. 利用する必要はない 

2. 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   利用したい時間帯 

3. 休みの期間中、週に数日利用したい    □□時□□分から□□時□□分まで 

  

4 宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的な教育・保育事業」の 

利用希望についてうかがいます 
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【再びすべての方にうかがいます】 

問 18 宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業など（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、

情報提供を受けたりする場で「子育て支援センター」とも呼ばれています。）を利用していますか。次の

中から、利用しているものすべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数

字でご記入ください。 

1. 
地域子育て支援拠点事業（市内には、原町子育て支援センター（原町あずま保育園内）、かしま子育て支援セ

ンター（旧上真野幼稚園内）、上町児童センターがあります） 

 
⇒１ヵ月当たり□回程度 

⇒１年当たり □回程度 

2. その他南相馬市や近隣の自治体で実施している類似の事業〔具体名：          〕 

 
     ⇒１ヵ月当たり□回程度 

     ⇒１年当たり □回程度 

3. 利用していない 

 

問 19 問 18のような地域子育て支援拠点事業について、今後、市では原町区高見町地区（高見公園周辺）に

新たな拠点の整備を予定していますが、今後利用したい意思がある、あるいは、利用日数を増やしたいと

思っていますか。当てはまる番号１つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入

ください。なお、利用には一定の利用者負担が伴います。 

1. 利用していないが、今後利用したい ⇒１ヵ月当たり□回程度、利用したい 

                  ⇒１年当たり □回程度、利用したい 

2. すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

 
                 ⇒１ヵ月当たり 更に□回程度、増やしたい 

                 ⇒１年当たり  更に□回程度、増やしたい 

3. 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

5 宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます 
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【再びすべての方にうかがいます】 

問 20 宛名のお子さんについて、不定期の就労、親の通院、私用等の目的で不定期に利用している事業はあ

りますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入くだ

さい。 

 事業名 利用日数 

1. 
一時預かり 

（私用など理由を問わずに子育て支援センターなどで一時的に子どもを保育する事業） 
□□□日 

2. 
認定こども園・幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
□□□日 

3. 
ファミリー・サポート・センター 

（会員登録した地域住民が子どもを預かる事業） 
□□□日 

4. その他（                           ） □□□日 

5. 利用していない 

問 21 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時預かり等

を利用する必要があると思いますか。利用希望・利用目的として当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、

必要な日数をご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入くだ

さい）。なお、利用には一定の利用者負担が伴います。 

利用希望・利用目的 希望日数 

1. 利用したい 1. 不定期の就労 □□□日 
 

2. 
冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の 

通院等 
□□□日 

 
3. 

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、 

リフレッシュ目的 
□□□日 

 
4. その他（                ） □□□日 

 
 合計 □□□日 

2. 利用する必要はない 

 

  

６ 宛名のお子さんの一時預かり等の利用についてうかがいます 
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問 22 宛名のお子さんの、子育て短期支援事業（ショートステイ）の利用希望について、該当する番号・記

号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を

□内に数字でご記入ください）。なお、利用には一定の利用者負担が伴います。 

利用希望・利用目的 希望日数 

1. 利用したい 1. 冠婚葬祭 □□□泊 
 

2. 保護者や家族の育児疲れ・不安 □□□泊 

 
3. 保護者や家族の病気 □□□泊 

 
4. その他（                ） □□□泊 

 
 合計 □□□泊 

2. 利用する必要はない 

※子育て短期支援事業（ショートステイ）…保護者の都合により、お子さんを泊りがけで預けられる制度 

 

 

【問 12で「1.」～「32.」（平日に幼稚園・保育所（園）等を利用している）を選択した方のみ】 

問 23 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の教育・保育が利用できなかったことがあります

か。その対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入くださ

い（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください）。 

1. あった 1. 父親が休んだ  ⇒問 23-1へ □□日 

 
2. 母親が休んだ  ⇒問 23-1へ □□日 

 
3. 親族・知人に子どもをみてもらった □□日 

 
4. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□日 

 
5. テレワーク等により対応した □□日 

 
6. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□日 

 
7. その他（                   ） □□日 

2. なかった 

【問 23で「1.父親が休んだ」「2.母親が休んだ」を選択した方のみ】 ※該当しない方は問 24へ 

問 23-1 その際、「病児保育を利用したい」と思われましたか。当てはまる番号１つに○をつけ、日数につい

ても□内に数字でご記入ください。なお、病児保育の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかり

つけ医の受診が必要となります。 

1. 病児保育施設等を利用したい ⇒年間□□日 

2. 利用したいとは思わない                    

※病児保育…お子さんが病気の際に自宅での保育が困難な場合に、病院・保育園等にて、一時的に預けられる

保育サービス  

７ 宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 
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【宛名のお子さんが 5歳以上の方のみ】 ※該当しない方は問 28へ 

問 24 宛名のお子さんについて、小学校低学年（1～3年）の間は、放課後（平日の小学校終了後）、どのよう

な場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数

を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字で

ご記入ください。時間は 24時間制でご記入ください。 

1. 自宅 週 □ 日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

3. 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

4. 放課後児童クラブ（共働き等世帯の子どもを預かるクラブ） 週 □ 日くらい 

  ⇒下校時から□□時□□分まで 

5. 放課後子ども教室（スポーツや体験活動を行う公的な教室） 週 □ 日くらい 

6. ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

7. その他（                 ） 週 □ 日くらい 

 

問 25 宛名のお子さんについて、小学校高学年（4～6年）の間は、放課後（平日の小学校終了後）、どのよう

な場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数

を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字で

ご記入ください。時間は 24時間制でご記入ください。 

1. 自宅 週 □ 日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

3. 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

4. 放課後児童クラブ（共働き等世帯の子どもを預かるクラブ） 週 □ 日くらい 

  ⇒下校時から□□時□□分まで 

5. 放課後子ども教室（スポーツや体験活動を行う公的な教室） 週 □ 日くらい 

6. ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

7. その他（                 ） 週 □ 日くらい 

 

 

  

８ 宛名のお子さんの放課後の過ごし方についてのご希望をうかがいます 
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【問 24または問 25で「4.放課後児童クラブ」を選択した方のみ】 

問 26 宛名のお子さんについて、土日祝日の放課後児童クラブの利用希望はありますか。当てはまる番号・

記号それぞれ１つに○をつけて、希望がある場合は、利用したい時間帯を 24時間制でご記入ください。 

※低学年（1～3 年）の間の利用希望はなく高学年（4～6 年）の間のみ利用希望がある場合は、「3.高学年（4～6 年）にな

っても利用したい」をお選びください。 

(1)土曜日  

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（1～3年）の間は利用したい 

  ⇒ ア. ほぼ毎週利用したい     利用したい時間帯 

    イ. 月に１～２回は利用したい   □□時□□分から□□時□□分まで 

3. 高学年（4～6年）になっても利用したい 

  ⇒ ア. ほぼ毎週利用したい     利用したい時間帯 

    イ. 月に１～２回は利用したい   □□時□□分から□□時□□分まで 

(2)日曜・祝日 

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（1～3年）の間は利用したい 

  ⇒ ア. ほぼ毎週利用したい     利用したい時間帯 

    イ. 月に１～２回は利用したい   □□時□□分から□□時□□分まで 

3. 高学年（4～6年）になっても利用したい 

  ⇒ ア. ほぼ毎週利用したい     利用したい時間帯 

    イ. 月に１～２回は利用したい   □□時□□分から□□時□□分まで 

 

問 27 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望はあ

りますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけて、希望がある場合は、利用したい時間帯を

24時間制でご記入ください。 

※低学年（1～3 年）の間の利用希望はなく高学年（4～6 年）の間のみ利用希望がある場合は、「3.高学年（4～6 年）にな

っても利用したい」をお選びください。 

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（1～3年）の間は利用したい 

  ⇒ ア. 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   利用したい時間帯 

    イ. 休みの期間中、週に数回利用したい      □□時□□分から 

                              □□時□□分まで 

3. 高学年（4～6年）になっても利用したい 

  ⇒ ア. 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   利用したい時間帯 

    イ. 休みの期間中、週に数回利用したい      □□時□□分から 

                              □□時□□分まで 
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※問 28～問 29について、母子家庭または父子家庭の場合は、ご自身に関する設問にのみお答えください。 

【再びすべての方にうかがいます】 

問28 宛名のお子さんが生まれたとき、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。「取得し

た（取得中である）」と回答した方は取得（予定）期間も記入ください。 

（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ） 

母親 父親 

1. 働いていなかった ⇒問 29へ 1. 働いていなかった ⇒問 29へ 

2. 取得した（取得中である） 

⇒取得（予定）期間 □□ヶ月間 

   又は □□日間 

⇒問 28-1へ 

2. 取得した（取得中である） 

⇒取得（予定）期間 □□ヶ月間 

        又は □□日間 

⇒問 28-1へ 

3. 取得していない  ⇒問 28-4へ 3. 取得していない  ⇒問 28-4へ 

 

【問 28で「2.取得した（取得中である）」を選択した方のみ】 

問28-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ） 

母親 父親 

1. 育児休業取得後、職場に復帰した 1. 育児休業取得後、職場に復帰した 

2. 

 

現在も育児休業中である 
（宛名のお子さんの下のお子さんにかかる産休・

育休を連続して取得した場合も含む） 

               ⇒問 28-3へ 

2. 

 

現在も育児休業中である 
（宛名のお子さんの下のお子さんにかかる育休を連

続して取得した場合も含む） 

               ⇒問 28-3へ 

3. 育児休業中に離職した   ⇒問 29へ 3. 育児休業中に離職した   ⇒問 29へ 

 

【問 28-1で「1.育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方のみ】 

問 28-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先

の育児休業の制度の期間内で、「希望」は何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。母親、父親の該当

する方について、□内に数字でご記入ください。 

母親 父親 

実際の職場復帰 □ 歳 □□ ヶ月 実際の職場復帰 □ 歳 □□ ヶ月 

希望      □ 歳 □□ ヶ月 希望      □ 歳 □□ ヶ月 

⇒問 29へ 

  

９ 育児休業についてうかがいます 
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【問 28-1で「2.現在も育児休業中である」を選択した方のみ】 

問28-3 宛名のお子さんが1歳になったときに必ず利用できる事業があれば、1歳になるまで育児休業を取得

しますか。または、預けられる事業があっても 1歳になる前に復帰しますか。 

（母親、父親のそれぞれについて、○は１つ） 

母親 父親 

1. １歳になるまで育児休業を取得したい 1. １歳になるまで育児休業を取得したい 

2. １歳になる前に復帰したい 2. １歳になる前に復帰したい 

⇒問 29へ 

【問 28で「3.取得していない」と回答した方】 

問 28-4 育児休業を取得していない理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

母親 父親 

1. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 1. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

2. 仕事が忙しかった 2. 仕事が忙しかった 

3. （産休後に）仕事に早く復帰したかった 3. （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

4. 仕事に戻るのが難しそうだった 4. 仕事に戻るのが難しそうだった 

5. 昇給・昇格などが遅れそうだった 5. 昇給・昇格などが遅れそうだった 

6. 収入減となり、経済的に苦しくなる 6. 収入減となり、経済的に苦しくなる 

7. 保育所（園）などに預けることができた 7. 保育所（園）などに預けることができた 

8. 配偶者が育児休業制度を利用した 8. 配偶者が育児休業制度を利用した 

9. 
配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、制度を利用する必要がなかった 9. 

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、制度を利用する必要がなかった 

10. 子育てや家事に専念するため退職した 10. 子育てや家事に専念するため退職した 

11. 
職場に育児休業の制度がなかった（就業規則
に定めがなかった） 11. 

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則
に定めがなかった） 

12. 
有期雇用のため育児休業の取得要件を満た
さなかった 12. 

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た
さなかった 

13. 育児休業を取得できることを知らなかった 13. 育児休業を取得できることを知らなかった 

14. 
産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）
を取得できることを知らず、退職した 14. 

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）
を取得できることを知らず、退職した 

15. その他（               ） 15. その他（               ） 

 
 
 

【再びすべての方にうかがいます】 

問 29 １日当たり家事を何時間くらいしますか。□内に数字でご記入ください。 

※ここでいう家事は、総務省の社会生活基本調査の定義に準拠し、次に例示するようなものをいいます。 

［炊事、食事の後片付け、掃除、ゴミ捨て、洗濯、アイロンかけ、つくろいもの、ふとん干し、衣類の整理片付け、家族

の身の回りの世話・送迎、家計簿の記入、株価のチェック・株式の売買、庭の草とり、銀行・役所などの用事、車の手

入れ、家具の修繕など］ 

母親 父親 

 １日あたり □□時間□□分  １日あたり □□時間□□分 
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問 30 子育てに関する悩みをだれに、またはどのような機関に相談していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 配偶者 2. 父母・祖父母等の親族 

3. 友人（子育て中の仲間など）や知人 4. 近所の人（子育て経験者など） 

5. 保育所（園）、幼稚園、認定こども園 6. 小学校 

7. 放課後児童クラブ 8. 子育てサークルの仲間 

9. 民生委員・児童委員 10. 子育て支援センター 

11. 医療機関（かかりつけの医師など） 12. 市役所の子育て関連担当窓口 

13. 保健センター 14. 親子のための SNS相談 

15. その他（              ） 16. 相談すべきことはない 

17. 相談すべき人がいない   

 

問 31 子育てで不安や悩みを感じたときに、よかったと思う相談先や、どのような相談先があればよいと思

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 身近で気軽に相談できる施設 2. 子育て中の保護者同士で気軽に話せる場 

3. 匿名で電話相談できる窓口 4. 匿名で相談できるメールやＬＩＮＥ相談 

5. 子育て経験者による子育て相談 6. 専門的な相談ができる相談窓口 

7. 家庭に訪問して行う相談 8. その他（                 ） 

9. 特に必要ない   

 

問 32 市内の相談窓口や子育て支援サービス利用に必要な手続き等の情報は、どのような手段で確認してい

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 市のホームページ 2. 市の広報紙 

3. 市の子育てハンドブック（冊子）等 4. Ⅹ（旧ツイッタ―）などのＳＮＳ 

5. 市の各種相談窓口 6. こどもが通っている幼稚園・保育施設 

7. 保護者同士の口コミ 8. その他（                 ） 

9. 特にない   

 

  

10 子育て全般についてうかがいます 
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問 33 市からの子育てに関する情報を十分に受け取ることができていますか。（○は１つ） 

1. 十分である 2. まあ十分である 

3. やや不十分である 4. 不十分である 

 

問 34 地域のこどもたちに関わる活動や保護者同士の交流に参加していますか。（それぞれ○は 1つ） 

 
積極的に 

している 

ときどき 

している 

あまり 

していない 

まったく 

していない 

①こども会、保護者会、PTA等の活動

に参加する 
1 2 3 4 

②地域のこどもたちのスポーツ・文化

活動等に参加する 
1 2 3 4 

③地域の祭りやイベントに親子で参加

する 
1 2 3 4 

④子育てサークルや悩み相談グループ

等の活動に参加する 
1 2 3 4 

⑤地域でこどもを持つ保護者同士で情

報交換する 
1 2 3 4 

 

問35 ご自身の子育てが、地域の人や社会に支えられていると感じますか。（○は１つ） 

1. 感じる 2. やや感じる 

3. あまり感じない 4. 感じない 

 

問36 日頃、お子さんのお世話や看病について頼れる人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 2. 
緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる 

3. 
日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる 
4. 

緊急時もしくは用事の際にこどもを見ても

らえる友人・知人がいる 

5. その他（              ） 6. いずれもいない 

 

問 37 地域の中でお子さんの遊びや体験活動の機会の場が十分にあると感じていますか。（○は１つ） 

1. 感じる 2. やや感じる 

3. あまり感じない 4. 感じない 
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問 38 幼稚園、保育所（園）にどのようなことを期待しますか。特に重要だと思う番号３つまでに○をつけ

てください。 

1. 幼児期にふさわしい遊びや集団生活 2. 子どもの学ぶ力を伸ばす教育 

3. 小学校へスムーズに移行するための教育 4. 
様々な行事による地域との交流や体験活
動の充実 

5. 保育士・幼稚園教諭の専門性・指導力向上 6. 子育てについての相談体制 

7. 保護者の家庭生活等に関する相談体制 8. 保護者のつながりを広げる場 

9. 給食を通じた食育の推進 10. 基本的な生活習慣を身につける 

11. 園からの情報の積極的な発信 12. 保育園・幼稚園施設、設備の充実 

13. 英語を取り入れた幼児教育 14. その他（             ） 

 

問 39 南相馬市の小学校にどのようなことを期待しますか。特に重要だと思う番号３つまでに○をつけてく

ださい。 

1. 基礎学力の定着や伸ばすべき学力の指導強化 2. 英語教育の強化 

3. 
ＩＣＴ活用教育（タブレット・電子黒板など）
の充実 

4. クラブ活動や部活動の充実 

5. 進路指導やキャリア教育の強化 6. 
児童・生徒と教員とのコミュニケーショ
ン強化 

7. いじめのない学級、学校づくりの推進 8. 給食を通じた食育の推進 

9. 基本的な生活習慣の指導強化 10. 
家庭教育（家庭学習、しつけなど）の相
談 

11. 学校情報の積極的な発信 12. 教員の指導力向上 

13. 地域学習や地域行事への参加 14. 防犯対策の強化 

15. 読書活動の推進や学校図書館の活用 16. 教育施設、設備の充実 

17. 放射線教育の推進 18. 郷土愛を育む教育の推進 

19. その他（             ）   
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問 40 南相馬市の子育て環境充実のため、今後どのようなことが重要だと思いますか。特に重要だと考える

番号３つまでに○をつけてください。 

1. 子育てに関する相談体制の充実 

2. 情報提供の充実 

3. 親子・親同士の交流の場の充実 

4. 家庭の教育力向上のための学習機会の充実 

5. 母子の健康、子どもの発達支援のための健診や訪問等の充実 

6. 安心して子どもが医療機関にかかれる体制の充実 

7. 放課後児童クラブの充実 

8. 児童虐待やいじめ等に対する対策の充実 

9. 障がいのある子どもが地域で安心して生活できるよう障がい児施策の充実 

10. ひとり親家庭に対する相談や生活支援の充実 

11. 保育料・授業料など経済支援の充実 

12. 家庭で保育する世帯へのサポート支援の充実 

13. 一時預かりや子育て短期支援事業など緊急的・一時的な預かり体制の充実 

14. 仕事と子育てが両立できるよう労働時間の改善など、企業や労働者に対する啓発 

15. 親子トイレ・授乳コーナーの設置等、子どもにやさしい環境整備の充実 

16. 犯罪や事故から子どもを守るための取り組みの充実 

17. その他（                                   ） 

 

問 41 子育て支援についてのご意見、ご提案がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中アンケート調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 


